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 ６月２０日の１７：２０ごろに渋谷変電所でトラブルが起き、山手線、湘南新宿ラインなどが長時間

運転を見合わせた事に対して組合員から様々な声が上がっています！一部を紹介します。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利益優先の体質を改め、「いのち」と「安全」をまもるために 

私たちは声を上げ続けていきます！ 加入・相談はこちら → 私たちは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

・指令からの情報が遅い！どの線が止まっているか情報が無かった。 

・内勤や指令に連絡がつかない！ 

・新宿１９：３０発のかいじ５１号（東京始発）と２０：００発のあずさ５３号の順番を変えてしまった

ため、あずさ号がかいじ号の停車駅に臨時に止める事になってしまった。 

・最終電車付近で内回り電車が全て大崎行になってしまい、その先に行く人が乗れなくなってしま

った。（実は大崎で品川行に接続していたらしいが、その重要な情報が無かった）。 

・駅間に止まってしまった電車のお客さまを救済するのにホームの柵を外して救済したのは見事だ

った！ 

・駅間停車の旅客救済に３時間もかかっている電車があった。時間がかかり過ぎている。 

・詰所にテレビの無い箇所では情報が全く無く、Twitter や他会社の社員に運行情報を尋ねて情

報を得ていた。 

・設備関係のコストカットが半端ないから「壊れてから直す」となっていないか？ 

・予防修繕と輸送障害に掛かる費用を比べて安き方へ流れていないか？ 

・真夏じゃ無くて良かった！ 

 輸送サービス労組では、会社に対して

「いのち」と「安全」を第一とした輸送の

確立を求める緊急の申し入れをしまし

た！ 


